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この装置の、1回毎の「あたり」が出る確率を、 )10(1  pp とする。 

余事象により、ボタンを 20回押して少なくとも 1回「あたり」が出る確率は、 201 p であるから 
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ボタンを n回押して少なくとも 1回「あたり」が出る確率は、 np1 であり、これが 9.0 以上であるから 
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したがって、最低104回押せばよい。……(答) 


